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Ⅰ ヴィルヘルム・クラーグの５つの詩 Op.60 全５曲 
Ⅱ ホルガー・ドラクマンの６つの詩 Op.49より２曲 
Ⅲ 《ペール・ギュント》Op.23より  ソルヴェイグのうた 
  ヘンリク・イプセンの６つの詩 Op.25より  ２白鳥  ４睡蓮に 
  ６つの歌 Op.48より（ドイツ語による）  ４秘密を守るナイチンゲール  ６夢 
Ⅳ アーネ・ガルボルグの詩集による歌曲集 《山の娘》Op.67 全８曲 が演奏された。 
 グリーグの素朴で自然な音楽が美しく伸びやかに歌われた。なめらかな暖かい声で美しい旋律線を描
き、僅かな言葉の不明瞭さや音程の乱れも十分に補う心地よい演奏となった。「白鳥」では音の余白がい
かされ、心に深くひびく歌唱であった。歌曲集《山の娘》は十分歌い込まれており、論文での分析に裏
打ちされた納得できる演奏であった。 
 以上、総合して博士の学位を授与するに十分と認め合格とする。 
 
 
 
 
 
 
 
